
日 時： 平成27年７月25日（土） 運営委員会 15:00～
15:30 
             研究会  15:30～18:10 
会  場： 江陽グランドホテル  ４階 「 銀河の間 」 
        〒980-0014 仙台市青葉区本町2-3-1   TEL 022-262-6318 (代表) 
参加費： １，０００円 （当日申し受けます） 

◆尚、講演会終了後、情報交換の場をご用意させていただいております。 
 

共催：東北頚動脈研究会、宮城県臨床検査技師会、大塚製薬株式会社  

第７回 東北頚動脈研究会 

開会の辞 岩手医科大学  理事長・学長  小川   彰  先生  

座長： 福島県立医科大学 脳神経外科学講座 教授  齋藤  清先生                            
 

１．「 ACST2に則った無症候性頚部頚動脈狭窄症に対する治療 」 

                                  仙台医療センター 脳神経外科 井上 敬先生 
２．「 大動脈弓部3分枝の進行性狭窄病変の評価に頸動脈エコーが有用だった大動脈炎症候群の一例 」 
                    秋田大学大学院医学系研究科 循環器内科学講座 佐藤和奏先生     

３．「 頚動脈内膜剥離術後過灌流の予知にアセタゾラミド負荷は必要か？   
                                        安静時脳血流量測定単独との精度比較 」 

                                                           岩手医科大学 脳神経外科 小林正和先生 

Ⅰ．一般演題（15:35-16:15） 

当日はご参加頂いた確認の為、施設名、氏名のご記帳をお願い申し上げます。ご提供頂きました個人情報は、講演会のご出席者の確認と連絡のために使用いたします。 
個人情報は、主催関係者および業務委託を除く第三者に開示・提供することはありません。個人情報は、弊社の個人情報保護方針に基づき安全かつ適切に管理いたします。 
問い合わせ先 管理者：〒983-0852 仙台市宮城野区榴岡3-4-1 アゼリアヒルズ18Ｆ 大塚製薬㈱仙台支店 企画課                                                       

Ⅳ．特別講演（17:00-18:00） 

  座長：東北大学大学院医学系研究科 神経外科学分野  教授  冨永 悌二 先生 
                     

「 頚動脈狭窄症に対する血行再建術－CEAとCASの使い分け－」  
    

              川崎医科大学 脳神経外科 教授 宇野昌明 先生 

Ⅲ．ディベート：   この症例をどう治療すべきか（16:30-17:00）  

司会：岩手医科大学 脳神経外科  教授  小笠原  邦昭 先生 
 
症例提示：            
 
ディベーター        

閉会の辞 仙台東脳神経外科病院  院長  安井 信之 先生 

岩手医科大学 神経内科・老年科  教授   寺山  靖夫 先生 

座長：  

Ⅱ．指定講演（16:15-16:30） 

「 東 北 頚 動 脈 研 究 会  共 同 研 究 に つ い て 」  

広南病院 脳神経外科                  遠藤 英徳先生 
平鹿総合病院 循環器科              伏見 悦子先生 
山形市立病院済生館 脳・血管放射線科     長畑 守雄先生 

岩手医科大学  脳神経外科  吉田 研二先生 

山形大学医学部 脳神経外科学講座 教授 園田 順彦先生  

宮城県臨床検査技師生涯教育点数 専門20点   血管診療技師（CVT）資格更新単位取得（3単位）   
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